
 
 
 
 
 
 
 

 
第 220号 令和８年２月 

 

～ 地域とともに ～ 
 

 ３学期が始まったと思ったら、もう２月です！早いですね！ 

 学校は、年度のまとめの時期となり、２月４日（水）に「校内研究 研究報告会」 

を行いました。テーマは 「地域とともにある学校を目指して～地域の資源を活用 

した授業づくり～」 です。 

昨年度からこのテーマで取り組み、２年目となりました。コロナウイルス感染 

症拡大の影響もあり、地域との交流が難しい時期もありましたが、近年、感染症 

対策が緩和されたことを受け、改めて児童生徒が地域で生きていくために必要 

な力やそれを培っていくための授業の整理や実践を積み重ね、自立と社会参加の基盤を作っ

ていくことが必要と考え、研究テーマとして設定しました。２月４日の研究報告会では、各部

門・学部で決めたサブテーマに沿って２年間研究してきた成果の報告がありました。 

 報告会の資料は、本校のホームページにも掲載されます。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ステキな写真をいただきました！                                                                          

 

 この度、『写真家 秋山 庄太郎「花」写真コンテスト』

受賞作品５点ならびに秋山庄太郎さんの花写真作品１

点の寄贈がありました。 

 １月１９日（月）に秋山庄太郎写真芸術館の館長さん

や理事の方などが来校され、作品の贈呈と本校の生

徒会長からお礼のことばと、職業で制作した革製品・

アップサイクルバックをお渡ししました。 

 生徒会長が、いただいた写真をその場で見て「花の 

いい匂いがしそう・・・」と感想を述べたことに、皆さんとても感動されていました。いただいた

写真は、本校と分教室に飾る予定です。 

                                            副校長  川島 結子 

≪肢体不自由教育部門≫ 

小学部  近隣校外学習を軸に「地域を知る・地域に知ってもらう」経験を積み重ねる 

中学部  地域の大学生を招いた交流（ダンス交流） 

高等部  防災学習を通して地域の資源や人とつながる体験的な学習の充実 

≪知的障害教育部門≫ 

小学部  地域とつながるマップの作成と活用 

        地域とつながる実践事例集と系統性のある授業づくり 

中学部  地域の人材を活用した授業づくり 

高等部  地域との連携・協働を目指した授業を考える（実践的な地域での活動の積み重ね 

高等部/分教室  よりよい実践へ～教育課程との融合を考える（地域資源の活用） 



 

 

 

 

 

         小学部A部門では、学期末に「〇〇自慢大

会」を行っています。児童一人ひとりが、日ごろの成果を

活かして、得意なことや頑張っていることなどを、みんな

の前で披露しました。某自慢大会のように、曲に合わせて

手拍子をし、子どもたちの発表で大いに盛り上がり、発表

後一人ひとりに合格の鐘が鳴り響いていました。 

 

 

 

        小Ｂ高学年の体育で行われた、ティーボー

ルの授業の様子をご紹介します。 

バットを振って遠くまでボールを飛ばした教員の手本

を見て、「おー！！」と大きな歓声が上がりました。子ど

もたちはやる気満々で前にでてバットを持ちます。手本

をまねして勢いをつけて打ったり、片足を上げて打った

り、ティーの上のボールにそっとバットを当てたりと、そ

れぞれ自分の力を出してバッティングを行いました。「で

きた」と自信に満ちた顔がたくさんみられた授業でした。 

 

 

 

         中学部では、「なるほど出前授業」と

いう事業に講師を依頼してフラワーアレンジメン

トに挑戦しました。 

自分でお花の色や、器を選んでから、オアシスに

お花を挿しました。個性あふれる素敵なアレンジ

が出来あがりました。お花のいい香りに包まれ、有

意義な体験学習となりました。 

 

 

 

中学部B部門では、学部集会を年に３回行ってい

ます。1月に行った集会では、今年の目標を各学年発表した後

に、干支にちなんで馬をバトンにしたリレーを行いました。全速力

で走る人、優しく引っ張りながら歩く人とリレーも様々。学年を

超えて声援や拍手を送りあい、学部みんなで盛り上がりました。 

 

 

授業紹介 

小A 

小B 

中A 

中B 


